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保護者アンケートの回答で、全国学力・学習状況調査（通称：全国学テ）等の捉えにつ

いて触れ、詳しくは学校報でとお伝えしておりました。改めて、説明いたします。

〇「テストだ順位だ練習だ」ではなく「授業づくり」

そもそも全国調査は、各自治体の教育行政の状況、各学校の教育活動の状況を把握して、

改善につなげるためのもので、「テスト」ではないのです。ところが、始まった平成１９

年からいきなり世の中の注目は、都道府県別の順位争いにすり替えられてしまいました。

全国調査の問題は、文部科学省として「子ども達にこんな力をつけてほしい、こんな授

業をしてほしい」というメッセージが直球で込められています。ですから普段の授業で

「自分の考えを表現する、学び合う」といった活動の中で力をつけないと解けない問題、

学んだことを日常生活に生かす力が問われる問題が多いのです。秋田県教育委員会は、そ

のメッセージをしっかり受け止め、早い段階から取組を進めていました。

次の図は、平成２４年度に秋田県教育委員会から出された資料の抜粋です。県内の小・

中学校に配布され、県のホームページでも掲載、公表されていたものです。全国調査、県

調査、高校入試を関連付け、授業そのもので力をつけるよう促しています。

全国学力・学習状況調査や県学習状況調査問題は、高校入試問題と相関

秋田県検証改善委員会発行「平成２３年度学校改善支援プラン」より抜粋



〇「授業でつけるべき力は授業でつける！」～今や当たり前の授業「他者説明」～

これを受けて県内で広がったのが、

右のような「他者説明」と呼ばれる活

動を取り入れた授業です。これは、小

学校の算数の授業ですが、中学校でも

行っている当たり前の授業場面です。

学び合う力をつけるためには非常に効

果的な指導法です。本校では、これを

タブレットを使って行っています。

この他の例として、過去の国語の全

国調査問題には、学級の話合いの場面

から筋道立てて話す力を問う問題があ

りました。理科では、右のように話合

いの場面で友だちの考えの修正点を問

う問題がありました。本校では、授業

の流れの中に当たり前に取り入れられ

ている手法です。

もちろん、秋田県の公立高校入試問

題も平成２３年度あたりから大きく変

化してきています。

県のスタンスは「授業の中でつける

べき力は、授業でつける」ということ。

本校もこのスタンスで学力向上に取り

組んでいます。

〇全国調査、県学習状況調査を正しく活用すること＝学力向上、高校入試対策

報道等を見る限り、全国調査対策と称して過去問を必要以上に練習している学校はある

のでしょう。昔は県内でも、宿題として過去問を何年分も渡していた学校があったと聞い

ています。全国調査、県学習状況調査を授業づくりに生かせば、本当につけるべき力が効

率的に向上します。逆に報道等の指摘の通り、全国調査のための対策として行っているな

ら、時間の無駄、学力向上にはつながりません。

全国調査、県学習状況調査を授業づくりに生かして学力向上を図ることが最優先。

高校入試対策にもつながる。

本校でも、過去問を扱います。大きく２つの目的です。

・１つ目は、授業づくりです。授業の確かめ問題として、部分的に使うこともあれば、

前学年までの学習の成果を振り返るために使うこともあります。類似問題を自分で

作成して、授業で活用する先生もいます。

・２つ目は、形式に慣れることです。全国調査の問題用紙は、独自の記入等の留意点

や指示が書かれてあったり、１ページあたりの情報量が通常の学校のテストやプリ

ントと違っていたりします。問題を解くことに集中できるようにするため、形式に

慣れることも必要です。例えば小学校だと、初めてのマークシート形式に慣れる必

要があります。来年度の全国調査は英語も行われ、新規にタブレットを使った問題

形式が入ってくるので、本校では２年生を対象に接続練習を行いました。将来的に

は高校入試や大学入試の形式も変化していくので、生徒にとって様々な形式に慣れ

ておくことは重要です。

言語活動の充実
他者説明（友達の考えを読み取って説明する）

「○○さんは、～のように考えて、この式を立てた
のだと思います」

令和４年度全国学力・学習状況調査問題：中学校３年生理科より抜粋


